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                港区教育委員会会議録        第２２５３号 

平成２０年第３回定例会 

 

日 時 平成２０年３月１１日（火） １０時０３分 開会 

場 所 教育委員会室 

「出席委員」            委 員 長        小 島 洋 祐 

                  委      員        横 矢 真 理 

                  委      員        五味原   康 

                  委      員        澤   孝一郎 

                  教 育 長        髙 橋 良 祐 

 

「説明のため出席した事務局職員」  次      長        川 畑 青 史 

                  庶 務  課 長        山 本   修 

                  教育政策担当課長        堀   二三雄 

                  学校施設計画担当課長        野 澤 靖 弘 

                  学 務 課 長        安 部 典 子 

                  生涯学習推進課長        佐 藤 國 治 

                  図書・文化財課長        宮 内 光 雄 

                  指 導 室 長        藤 井 千惠子 

 

「書 記」             庶務課庶務係長        岡 田 圭 子 

                  庶務課庶務係主事        荻 原 幸 子 

 

「議題等」 

第１ 教育長報告事項 

  １ 外国人対象・教育に関するアンケート調査について 

  ２ 通学路点検結果について 

  ３ 生涯学習推進課２月事業実績と３月事業予定について 

  ４ 史跡江戸城外堀跡保存管理計画について 

  ５ 図書館・郷土資料館２月行事実績と３月行事予定について 

  ６ 平成２０年度入学式「お祝いの言葉」について 

  ７ 指導室３月事業予定について 

第２ 審議事項 

  １ 議案第２号 港区立学校屋内プールの使用に関する規則の一部改正について 

第３ 協議事項 
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  １ 港区における生涯教育の施策の方向づけについて 

   （１）学校教育の環境整備について 

   （２）社会教育の施策について 
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「開 会」 

○小島委員長 それでは定刻となりましたので、平成２０年第３回港区教育委員会定例会を開会い

たします。 

（午前１０時０３分） 

「会議録署名委員」 

○小島委員長 本日の署名委員は五味原委員にお願いいたします。 

 

第１ 教育長報告事項 

 １ 外国人対象・教育に関するアンケート調査について 

○小島委員長 それでは早速日程に入ります。 

 日程第１、教育長報告事項。まず初めに、外国人対象・教育に関するアンケート調査について、

教育政策担当課長、お願いいたします。 

○教育政策担当課長 外国人対象の教育に関するアンケートについて報告をさせていただきます。

それでは、資料ナンバー１をご覧ください。 

 本編と概要版２点になっているかと思いますけれども、Ａ４横書きのカラー印刷の２枚ほどの概

要版に基づき、アンケート結果について報告をさせていただきます。 

 実際のアンケートでは細かい個別の回答方法をとっており、個別の集計結果については本報告書

に記載してございますので、本日の報告につきましては、その細かいデータに基づいたデータを一

定のカテゴリーごとにまとめたものを概要版で報告をさせていただきます。個々のデータ、回答に

ついては本文をご参照いただければと思います。 

 それでは概要版の表紙をご覧ください。まず、調査の目的でございますけれども、教育委員会で

はこれまで日本人の保護者には、魅力ある学校づくりの一環としてアンケートを実施してきました。

今回はさらに外国人が区民の１割以上居住する中で、港区における外国人の子どもの教育ニーズを

把握し、今後の教育施策に反映させるため、アンケート対象を外国人子弟の保護者に絞って初めて

調査を実施したものでございます。 

 調査の概要でございますけれども、平成１９年度幼稚園年長から中学校３年生まで、日本人の学

齢ですけれども、それに該当する外国人登録をしている子どもを持つ保護者１，６６１人を対象に

郵送により実施をいたしました。回収としては４３４人から回答があり、回答率として

は３０.３３％でございました。調査の期間としては昨年の４月に実施したものでございます。 

 港区の外国人登録に関する基礎的データでございますけれども、昨年５月１日現在、住民登録人

口は１９万１，３８０人、外国人登録人口が２万１，３７４人ということで、全人口に占める外国

人の割合としては１１.２％でございます。なお、２月１日現在の割合についても同様に１１.２％

でございました。人口について申し上げますと、本年２月１日現在、日本人の人口が１９万５，４

５１人、それから外国人登録人口が２万１，９１５人、それぞれふえておりますが、割合としては

５月１日現在と同様に１１.２％でございました。 
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 続きまして、港区立学校における外国籍児童・生徒の在籍者数でございますが、昨年５月現在、

小学校におきましては１８６人、中学校におきましては４６人の外国籍のお子さんが在籍していま

す。 

 続きまして、アンケートの内容でございますが、１枚おめくりください。まず最初に概要版の１

番目でございますけれども、居住地域についてお尋ねしたところ、グラフの方は右側の円グラフで

ございますが、実際のアンケートでは町名ごとに細かくお聞きしておりますが、この集計上地域ご

とにまとめさせていただいております。 

 麻布地区については全体の半数を超え、麻布地区が５３％、続いて高輪地区が１７．４％、続い

て赤坂地区が１５％となっております。この麻布、赤坂、高輪地区の総合支所の管内を合計します

と８６．１％ということで、大部分がこの３支所に集中している傾向がうかがわれます。 

 続きまして、２番目の設問でございますが、港区を居住地として選んだ理由についてお尋ねした

ところ、交通・買い物の利便性、サービスの充実、治安等の内容について選ばれた方が３２．２％、

続きまして子どもの学校、教育などの理由が２３．４％、続きまして勤務上の理由が２０．６％と

なっております。 

 続きまして、３番目、出身地域でございますけれども、子どもの出身地域についてお尋ねしたと

ころ、欧米の国、これはオーストラリア、ニュージーランドも含みますが、欧米の国が６１．８％、

アジアの国が２７．２％ということで、港区は他区や他市町村に比べて、欧米系の住民が多く居住

しているというような実態がこの調査からもあらわれております。 

 続きまして、下のページの４番でございます。出身地域別に通っている幼稚園・保育園・学校な

どについて、こちらの方はクロス集計をした結果でございますが、表は右側の棒グラフでございま

す。欧米系では９１．９％、ほぼ大部分がインターナショナルスクールへ通っているという実態。

それからアジア系の方については６０．５％が日本の公立学校に進んでいるという実態があります。

アジア系の中ではインターナショナルスクールについては２９．８％が通っているというようなア

ンケート結果になっております。 

 参考までに、４番の下にインターナショナルスクールについての注意書きを書いてございますけ

れども、ご存じかと思われますが、インターナショナルスクールの区分ということについては、い

ろいろ考え方がありますけれども、こちらの分け方としては国籍等にかかわらず、児童・生徒を受

け入れている、言語は英語を使用することが多いというようなカテゴリー。それから民族学校、外

国人学校については、特定の国籍の児童・生徒を主に受け入れている、特定の国の言語を使用する、

こういったものを民族学校ということでまとめさせていただきました。 

 続きまして、５番目、学校別、通っている学校などを選んだ理由でございます。インターナショ

ナルスクールに通う子どもの保護者では、英語や母国語、国際的な基準による教育を受けさせたい

というのが一番左の棒グラフの紫で記しているところですが、５２．８％でございます。続きまし

て、学校の施設・校風、距離などが１７．５％となっています。それから、公立学校の子弟では、

学校の施設・校風、距離などが４０％、続きまして日本の文化を体験・習得させたいなどが３２．６％
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となっております。このことは、英語、母国語等を重視するのか、ないしは日本語を重視するのか

で選択する学校が分かれているような傾向が見られます。 

 それでは１枚おめくりいただいて、最後のページをご覧いただきたいと思います。６番でござい

ます。現在通っている学校への要望についてお尋ねしたところ、インターナショナルスクールに通

う子どもの保護者では、教育費用の問題が２７．２％と高く、次にカリキュラムや教育の質への要

望が１９．５％となっております。なお、インターナショナルスクール等のその他の回答が３１．６％

ございますが、この内訳については大部分は無回答によるものでございます。 

 また、公立学校では日本語でのコミュニケーションの問題が３０％、それからカリキュラムや教

育の質への要望が２７．５％となっております。 

 続きまして、最後の７番でございますけれども、公立学校において、外国籍の子どもの教育を充

実させる施策ということで要望をお聞きしたところ、言葉の違いによるコミュニケーション不足へ

の対応が３３．９％、続いて、国際的な基準に基づいたカリキュラムのクラス設置が３２．９％、

続いて、日本人との交流や文化等の学習をしたいというような希望が２６％などとなっております。 

 最後に、アンケートに関する総括でございますけれども、港区は欧米系の外国人が多く居住して

います。子どもの教育に関しては、国際的な基準に基づいた教育、英語による教育を重視している

ため、インターナショナルスクール等への通学が多くなっていると考えられます。また、日本語や

日本文化の習得意欲もあり、異文化交流などに関心を持っている側面もございます。特に学校では

言語的なコミュニケーションの支援を求めている傾向がございます。 

 教育委員会としては、今回のアンケート結果を踏まえまして、外国人子弟のための教育面での支

援策を検討するため、今後、学識経験者を交えた懇談会を設置し、より良い施策について検討して

まいりたいと思います。 

 なお、本報告書の方の後ろの方に、黄色で英語版のアンケート、それから水色の日本語版のアン

ケートをおつけしております。さらにその後ろの方に、設問ごとの自由記載について記述をまとめ

ております。簡単ですが、説明は以上でございます。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して質問ございますか。 

○澤委員 補足的な確認なのですけれども、調査の対象は最初に書いてある、平成１９年度に幼稚

園の年長から中学３年生の港区に外国人登録をしている子どもを持つ保護者１，６６１人を対象と

いうこと。その中でこの下の表は港区の学校に通わせている方がこれだけお子さんがいるというこ

となのですね。あとはインターナショナルスクールとか、その他というのがありましたけれども、

民族学校とかそういうのですか。 

○教育政策担当課長 そうです。 

○澤委員 この外国人登録されている２万１，０００人、この２月には、さらにふえているのです

ね。これは変な話ですけれども、特別区民税みたいなのを払っている方ということになるのですか、

この登録という言葉は。 
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○教育政策担当課長 外国人登録をされていれば、区民税の納税義務がございますので、そういう

方が対象になります。 

○五味原委員 外交官身分のお子さんというのは、これに入っていないわけですか。 

○教育政策担当課長 外交官は基本的に外国人登録されておりませんので、対象には入っておりま

せん。 

○五味原委員 学校には来ていますよね。 

○教育政策担当課長 それは可能です。 

○澤委員 うちのというか、日本の、この場合だと港区の義務教育を受ける権利はあるのですか。 

○教育政策担当課長 基本的に外国人の方は、日本の義務教育の就学の義務はございませんが、希

望する場合は、こちらに就学願いということで申請することで、公立学校に入学が可能です。 

○澤委員 断ることもできますか。 

○教育政策担当課長 希望されれば、基本的にそれは断れません。 

○澤委員 断るということはほとんどあり得ない。 

○小島委員長 断らないだけでしょう。 

○澤委員 税金を払っているから、そういう権利みたいなのがあるのか、それはちょっと頭の中に

入れておきたい。 

○五味原委員 外交官身分の子弟で、公立学校に来ているのは何人ぐらいいるのですか。 

○学務課長 すみません。正確な数字は把握してはいません。いらっしゃることは事実ですけれど

も、何人というところまでは確認していないです。 

○五味原委員 ここにある数字というのは、あくまでも外国人登録されている方だけですよね。プ

ラスアルファがあるわけですね。 

○小島委員長 小学校と中学校は書いてありますが、幼稚園の在籍は出ていませんが。 

○学務課長 人数のデータは、今日、小学校と中学校しか持っていなくて、幼稚園は持っていませ

んが、幼稚園児でも外国人の子どもさんを受け入れております。 

○小島委員長 幼稚園の統計を出そうと思えば出せますか。 

○学務課長 出せます。 

○小島委員長 では機会があるときにお願いします。 

ほかに何かご質問ございますか。 

○澤委員 詳細な報告をいただいているので、通っている学校が、今課長の話ですと、欧米系の方

は、ほとんどインターナショナルスクールに行かれています。ですから日本人が海外に行って、日

本人学校に行っているような、閉ざされたような、イメージを受けます。アジア系の方は随分公立

の学校をひいきにしていただいて、日本人の子どもたちにとってもいい影響を与えてくれているの

だろうと思います。アジア系の方の日本の公立学校に来ての大きな問題の一つは、先ほどの話です

と、コミュニケーションをなかなかうまくとれないことですか。 

○小島委員長 どなたに質問ですか。 
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○澤委員 この点、指導室長や学務課長の話を聞いていると、随分区としてもサポートをしている

のですね、現状は。 

○指導室長 日本語適応指導のために言語の専門の指導員を派遣して、初期の段階で４８時間、そ

れからその後中級になって４８時間という形で派遣をしております。いろいろな多様な言語があり

ますので、すぐに対応できるかというとなかなか難しいので、できるだけいろいろなところに手を

広げています。一方、笄小学校では日本語学級を設置しておりますので、そこで今３０名のお子さ

んたちが勉強をしております。 

○小島委員長 現在、笄小学校１校だけですが、もう少しふやすという話はなかったでしたか、日

本語学級とか。 

○学務課長 日本語学級の設置の認可というのは都教委の権限なのです。なかなか次の学級設置と

いうところまでは、お子さんが点在していて、通級学級で通級できるような状況にはないというこ

とで、今のところ笄小学校に２学級設置しています。 

○小島委員長 ただ、各学校で支援するのもまたなかなか大変ですから、どういうのが一番いいの

か。やはり日本語のコミュニケーションの問題が一番公立学校へ来にくい理由なのでしょうね。そ

うであれば、そこをどうサポートするか、もうちょっと教育委員会として考える必要があるのかと

いう気がします。 

 前にもいろいろ議論が出たのですが、せっかく港区に外国人の方がいっぱい居住していて、澤委

員の言うように税金も払っているわけですから、そういうお子さんが公立学校に来てくれれば、公

立学校で国際交流ができるわけですものね。なるべく多くの外国人の子弟が来ていただけるような

サポート策をさらに検討したいと思います。 

 ほかに何かご質問ございますか。 

○教育政策担当課長 今、委員長が言われましたように、私どもとしましては、外国人が１割以上

いるという中で、やはりそういった外国人に公立学校に入っていただきたいということと、あと日

本人の子どもとコミュニケーションを図ってもらいたいということで、そういった公立学校の中で

の外国人の受け皿を拡大したいということで、新年度以降、そうしたある意味外国人を受け入れら

れる国際学級的なものを含めた形での設置ができないかということで、学識経験者も入れた形で今

後検討していきたいと考えております。そういった意味でもこのアンケートを使っていくというこ

とでございます。 

○小島委員長 わかりました。ほかに何かご質問ございますか。今、言語の問題以外に、国際基準

の教育カリキュラムというのですか。その国際基準のカリキュラムというのはどういうことなので

しょうか。 

○教育政策担当課長 インターナショナルスクールに通っている方が主にそういった回答が多いの

ですが、結局いずれは母国に帰られるということで、そうした場合に、母国に帰ったときに、日本

で就学した内容がそのまま資格だとか、学年として認められるような形でのそういった資格のある

教育を受けたい。具体的には、今スイスに本部がありますけれども、バカロレア資格というような
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こともございますが、これはとっていると大学への入学の資格が取れるわけでございます。そうい

った国際基準に準拠した教育を受けたいとか、ほかにもいくつかございますけれども、そういった

資格の取れる教育を例えば公教育の中でやってもらえないかと、そういった要望がございます。 

○小島委員長 話は飛んでしまうのですけれども、例えば日本人の保護者がフランスでもスイスで

も行けば、そちらの公立学校へ通っていたのが、日本に戻ってきたときに日本の公立学校のその学

年を習得したというカウントはできるのですか、できないのですか。 

○学務課長 フランスに在住していた方が日本に戻ってこられて、公立学校に通学できるかという

ことなのですけれども、その場合は、そのお子さんの年齢相当の学年に入学を許可するということ

になります。 

○小島委員長 そういうことは、外国の公立学校に通っていたことは、日本の対応する学年に修学

したことと認めるということですか。 

○学務課長 基本的には、日本国籍のお子さんというのは、日本の義務教育を受けていただくとい

うことになるのですけれども、外国に住んでいて、外国の学校に通っている子さんについては、日

本の学校に修学できなかったという事実がありますので、教育の資格云々ではなくて、機会が実質

的になかったということで、帰国後すぐに公立小学校へ入学したいということであれば、その年齢

相当の学年に転入していただきます。 

○小島委員長 ですから相互主義で、日本と例えばアメリカで、お互いの公立校で修学した者は自

分の国の修学とするということで、相互に認め合えば、今の置かれている基準のカリキュラムがな

いから、日本の公立学校に行きたくないというのはなくなりますよね。 

○学務課長 そういう制度があれば可能かと思いますけれども、現時点では、そういった相互のカ

リキュラムという形には日本はなっていません。 

○教育長 結局このインターナショナルスクールに通われている方々は、日本の教育、例えば学習

指導要領に基づいて行われているカリキュラムなのですが、その内容をよくご存じないということ

が第１の原因だと思います。したがって、このインターナショナルスクールに通われていて、しか

もその選んだ理由が、国際的な基準による教育を受けさせたいとこういうわけですけれども、日本

の教育は国際基準というか、そこのレベルに達していないかというと、そのようなことはありませ

んので、そういう意味では、日本の教育を受けても、これだけの教育レベルはきちんとできるので

すということをお知らせする、そういうことがこれからの課題でもあるのです。ただし、やはりコ

ミュニケーションの問題というのはどうしても出てきますから、その辺を含めて、今度できる委員

会等々で十分話し合っていただければとそう思っています。 

○小島委員長 日本は世界で教育は最高なのではないのですか、特に港区は。そういう自負心を持

ってやっているつもりなのです。 

○澤委員 やはり国際的基準の大きな理由は言葉だと思います、恐らく英語がいいという。ですか

ら、教育長が言われているように、日本のいわゆる教育内容のレベルは、それは欧米のいわゆる先

進国に引けをとりません。うちが英語を重視するというのは、そういう意味では国際化の流れの中
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でもますます重要になってくる。同時に、言葉はあくまでも道具ですから、中身というか、教養の

中身がなくてはいけません。 

○五味原委員 インターナショナルスクールというのは、指導要領に沿わなくてはいけないのです

か。これは一切関係なくできますか。 

○教育政策担当課長 インターナショナルスクールというのは学校教育法に基づいておりませんの

で、カリキュラム等については基本的には自由でございます。ある意味で塾と同じですので、どう

いったカリキュラムでやろうとそれはインターナショナルスクールの自主性があると思います。中

には各種学校としての認可を取っている学校がございますけれども、その内容については特に拘束

するものではありませんから、指導要領に基づいているということはありません。 

○五味原委員 そうすると、インターナショナルスクールで中学校を卒業して、日本の例えば高校

に受験するときには、中学校卒業の資格はあるのですか。 

○教育政策担当課長 大学に入るには大検という制度がございます。高校に入るについても同様な

制度がございまして、その試験をクリアすれば基本的には入れるかと思います。 

○小島委員長 そのほかございますか。 

○澤委員 せっかくオーストラリアと交流を始めたので、オーストラリアの子どもたちにも日本の

教育レベルを大いにＰＲするというのも、子どもではなくて先生でもいいのではないかと思います。 

○小島委員長 先生同士の交流から始める。 

○澤委員 国際化の中身を教育委員会としても充実できるような方向にぜひとも実際に進めたい。

外国の方が、１０％、２０，０００人いるということは大変なことです。 

○五味原委員 それ以外に外交官の子弟がいるわけです。これは今回、数に入っていないのですけ

れども、一時期に比べたら違うでしょうけれども、確かソ連崩壊のころ、かなりの人数の東欧やロ

シアの子弟が学校に来ていました。 

○小島委員長 ほかにご質問ありますか。この程度でよろしいですか。 

○澤委員 少し定期的に報告してください。 

○小島委員長 そうですね。 

 

 ２ 通学路点検結果について 

○小島委員長 それでは報告事項の２番目で、通学路点検結果について、学務課長、お願いいたし

ます。 

○学務課長 資料ナンバー２をご覧ください。通学路点検の実施結果報告です。 

 現在、春と秋の交通安全週間に合わせて、小学校全校に通学路点検をお願いしています。今回は

平成１９年度秋の通学路点検の結果のご報告という形になります。秋の交通安全運動週間というの

は、９月２１日から９月３０日だったのですが、この期間だけですと短すぎるので、もう少し教育

委員会としては幅を広げまして、９月２１日から１１月３０日までの間で各学校にお願いしており

ます。 
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 実施内容としましては、学校とＰＴＡ、地域の町会・自治会、総合支所の区道管理者である土木

係及び活動推進係、また、必要があれば、都道の管理者、東京都の建設事務所になりますが、そち

らの担当の方と警察の方が共同して一緒に回っていただくということでございます。一緒に回るこ

との最大のメリットとしましては、警察と道路管理者がおりますので、危険箇所の確認と、それに

対する対応策の共通認識を持ってできるということです。あと、学校も保護者も回りますので、子

どもに学校を通じて、親を通じて危険箇所を知らせることができます。学校からは教育委員会に実

施報告書を提出いただいています。 

 ２の方はその一覧になっております。小学校の１９校の実施日、参加人数、担当の支所名と管轄

する警察署を書いております。前回のときには人数が少ない学校もございましたが、今回は保護者

に協力をいただいて、できたかと思います。 

 次回は、またやはり春の交通安全運動週間に合わせて通学路点検をやりたいと思っております。

今年の春は、交通安全運動週間が４月６日から始まりますけれども、学校は４月の行事が多いため、

大体４月から６月ぐらいの期間をとって、春の通学路点検をお願いしていきたいと考えております。

以上でございます。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して質問ございますか。 

○澤委員 子どもたちのために皆さん一生懸命やっていただいてありがたいことだと思います。学

務課長に質問したいのですけれども、こうやって見ると芝地区総合支所が各学校とも複数コース設

けて非常に熱心に実施したという印象受けるのですけれども、これは何か理由があるのですか。 

○学務課長 これは学校の方が前向きに取り組んだ結果のようです。 

○澤委員 学校側が。 

○学務課長 はい。特にこちらから要請したのではなく、学校側が主体的に実施しました。恐らく

芝小学校と赤羽小学校は全通学路について実施したのではないかと思います。 

○小島委員長 参加人数の中で、保護者は大体どのぐらいですか。 

○学務課長 保護者は少ないときは２、３名ということもあるかもしれません。昼間の時間帯にお

願いしますので、ご協力いただける範囲でということになります。 

○五味原委員 最低２名入れるわけですか。警察、支所、それで学校がついているのですから、３人

は最低出るわけです。ですから青山小学校は４人になります。 

○横矢委員 この点検で出てきた改善点と、それからそれを実際にその改善点を挙げた後でどうい

うふうに改善されたかというようなところまでの把握は、報告書の中でされているのでしょうか。 

○学務課長 報告の段階では改善の必要性を把握したという形でのうちの方に報告を挙げてもらう

のですけれども、その後改善したものについてはまた改めて報告をいただくようにしております。

基本的に、警察が一緒に入っているので、改善できるものは早い。容易に改善できるものと、いろ

いろな関係機関との調整が必要なものがあります。その場で警察が指導していく部分もあります。 

○横矢委員 それを例えば学校間で情報共有をすることができれば、こういう問題はこういう解決

の方法があるとか、糸口がつかみやすくなると思います。そういう形にはされているのですか。 
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○学務課長 その解決の方法をどこの学校でもできるようにということで、警察と道路管理者を入

れています。警察は管轄が分かれていますけれども、道路の安全の見方は一定しています。そうい

った意味で警察を入れていますし、道路管理者の方も道路の安全性の部分につきましては、担当の

職員がいますので、同じような対応ができます。 

○横矢委員 それもそうなのですけれども、参加人数がすごく多い学校の活動を見て、参加人数が

少なかったところが、これから、ではこういう視点で歩けばいいのでしたらうちもやってみようか

と考えることができるのではないでしょうか。 

○学務課長 校長会にこの点検の結果を出して、次の通学路点検の際に参考にしてほしいというこ

とも考えていますので、そういった機会を通じてまたお願いしていこうと思っています。 

○横矢委員 ぜひお願いします。ちょっと漠然としているよりも、どういうふうに歩けるかという

ことを見られると私たちもありがたいと思います。お願いします。 

○教育長 この通学路点検というのは、単なる交通安全だけではなくて、防災や、あるいは子ども

たちの連れ去り事件等々危険なことがありますので、そういう意味で区民、それから保護者、学校、

行政がみんなでこの港区内全域を見守るとこういう意識の中で行うことが非常に大切だと思うので

す。ですから、こういう報告がこうやって出てくる、やることになってきたというのが一つの大変

な進歩なわけでありますので、今横矢委員がおっしゃったように、これをさらにまた充実するよう

な形で取り組んでいければいいとそのように思います。 

○小島委員長 ではよろしいですか。 

 

 ３ 生涯学習推進課２月事業実績と３月事業予定について 

○小島委員長 続きまして、生涯学習推進課２月事業実績と３月事業予定について。この件につき

ましては、資料の配布をもって報告といたしますので、後ほど資料３をご覧くださいますようお願

いいたします。生涯学習推進課長、特に何か報告することありますか。 

○生涯学習推進課長 実績は特にないのですけれども、３月から麻布グランドについて、前回ご報

告したように、今試行的に利用しているということをつけ加えたいと思います。このため、３月の

実績で載ってくると思います。よろしくお願いいたします。 

○小島委員長 それではよろしいですか。 

○澤委員 これは大したことではないのですけれども、最後の各運動場の利用集計のゼロというの

が、例えば青山運動場の野球場と庭球場が１月はゼロとあるのですけれども、これ確か改修でした

よね。 

○生涯学習推進課長 １月は改修をしています。 

○澤委員 斜線の方がいいのではないですか。 

○生涯学習推進課長 了解しました。 

 

 ４ 史跡江戸城外堀跡保存管理計画について 
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○小島委員長 それでは続きまして、史跡江戸城外堀跡保存管理計画について、図書・文化財課長、

お願いします。 

○図書・文化財課長 それでは資料ナンバー４をご覧ください。これは平成１８年８月に当委員会

にご報告いたしましたが、江戸城外堀跡保存管理計画を策定するということでございます。平成１

８年９月２２日から６回の策定委員会、それから作業部会を３回行いまして、２月２７日に千代田、

港、新宿３区の方へ委員会から報告書ということで報告がございました。今後はこの報告書を尊重

して、３区共通の行政計画ということにする予定でございます。 

 内容でございますが、計画の目的は２番に書いてありますが、江戸城外堀の歴史や史跡の特徴を

踏まえて、国史跡江戸城外堀跡を適切に保存して、次代に継承することを目的として、行政上の指

針として策定するということでございます。 

 それから、３番にございますが、外堀跡の目標ということで、巨大城郭の一角としての江戸城外

堀を顕在化させる。それから、歴史と自然の調和した風致を保全すると、この二つの目標を掲げて

ございます。なお、江戸城外堀完成後４００年、これが２０３６年ということになります。そのあ

たりに向けて、こういう目標を定めたということでございます。 

 それから、４の地区別の目標でございますが、ここにつきましては、９割方が千代田、新宿の部

分でございますので、港区にかかわるものだけを記載してございます。真田濠グランド地区、それ

から喰違地区、弁慶濠地区とございます。本文の方のこちらの方、付せんを張ったところにござい

ますので、後ほど回しますのでご覧いただければと思います。 

 それから、５番、保存管理の基本方針。遺構の遺存状況を踏まえて、史跡の本質的価値を構成す

る諸要素の保存を図るということ、そのほか３、４点ほどつけてまいります。 

 それから、６の事業計画でございますが、短期事業、中期事業、それと将来に向けての課題とい

うことで、これも港区部分のみ、この要旨では書いてございますが、弁慶濠のところの高速道路、

それから都市計画道路、それと埋められた堀の扱いについての課題、これは真田濠でございます。

このようなことでまとめておりますので、この委員会の報告を了承して、行政計画にさせていただ

きたいということでご報告をさせていただきます。以上です。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して何か質問ございますか。 

 今の高速道路の弁慶濠を通過する、確かにあれ景観を害しますよね。あれ何であのようなところ

を通すのを認められたのでしょうか。ちょっと背景は違うのだろうと思います。 

○図書・文化財課長 東京オリンピックがあったのではないでしょうか。 

○小島委員長 何かご質問ございますか。 

○澤委員 確か平成１８年のときに報告が、今課長が言われたようにあったと思います。これは港

区の部分は７％で極めてわずかなのですけれども、これは３区が協力してやろうという事業ですか。 

○図書・文化財課長 基本的には国庫補助がついています。その補助を受けるためには区の自主的

な計画を策定するという意思がないとできません。４分の３は補助金です、４分の１を３区で分担

するということです。 
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○澤委員 確かに皇居の平河町あたりから見る光景というのはすばらしい、きれいです。ですから

やはりここに書いてあるように、近世を代表するような江戸城を、史跡という意味でも残しておく

ということは、東京の魅力を増加するためにも重要だと思います。高層マンションが建てられ、ど

んどん近代化する方向に行っています。ただ港区は７％ですか。 

○図書・文化財課長 港区の場合ボートがあります、弁慶濠の。全体的には釣り堀があったり、あ

とカフェのようなものがあったりとか、いろいろ濠を占拠しているような部分もあると聞いていま

すけれども、そういったこともあって、きちんとした計画を立てて、保存管理していきたいという

ことでございます。 

○小島委員長 ほかに何かございますか。よろしいですか。 

 

 ５ 図書館・郷土資料館２月行事実績と３月行事予定について 

○小島委員長 それでは次に進みまして、図書館・郷土資料館の２月行事実績と３月行事予定につ

いて。この件につきましては、資料の配布をもって報告といたしますので、後ほど資料をご覧くだ

さいますようお願いいたします。特に図書・文化財課長、何かあります。 

○図書・文化財課長 ３月の展示でございます。机上の方にチラシを配布させていただきました。

「赤坂檜町の三万年」ということで、今日から４月１３日まで特別展として開催いたしますので、

ぜひご覧いただければと思います。このチラシのナイフ型の石器、これが一応２万９０００年前の

石器だと言われております。それからこの丸い「ほうじん」と言うらしいのですが、これは毛利家

の地鎮祭のときに埋め込んだ輪宝だそうでございます。いろいろなものがありますので、ぜひご覧

いただきたいと思います。以上でございます。 

 

 ６ 平成２０年度入学式「お祝いの言葉」について 

○小島委員長 それでは続きまして、平成２０年度入学式「お祝いの言葉」について、指導室長、

お願いいたします。 

○指導室長 それでは資料の幼稚園から順にでは読みますので、お聞きいただきたいと思います。 

 【幼稚園入園式】 

 皆さん、ご入園、おめでとうございます。 

 みなさんは、今日から○○幼稚園の子どもたちです。 

 

 幼稚園は、わくわくすることがたくさんある楽しいところです。優しい先生方や元気なお兄さん、

お姉さんたちがいます。幼稚園では、お弁当を持って遠足に行ったり、夏には、水しぶきをいっぱ

いあげてプールで遊んだりします。お兄さんやお姉さん、そして先生方も、みなさんと一緒に遊べ

ることをとても楽しみにしています。明日から元気いっぱい遊びましょう。 

 

 さて、保護者の皆様、お子様のご入園、誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げます。 
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 子どもたちの健やかな成長のためには、家庭と幼稚園がそれぞれの役割を十分に果たすことが大

切です。幼稚園と家庭の連携と協力のもと、子どもたち一人ひとりが幼稚園での様々な経験を通し

て、たくましく心豊かに成長されるよう願っております。 

 

 園長先生をはじめ教職員の皆さま、そして、ＰＴＡ、地域の皆様、本園の園児一人一人に温かい

ご指導とご支援をよろしくお願いいたします。 

 結びに、入園児の健やかな成長を心から願いますとともに、ご出席の皆様方のご健勝とご多幸を

祈念し、お祝いの言葉といたします。 

 

 平成２０年４月９日 

○小島委員長 この点について、何かご意見ございますか、このあいさつについて。なかなかよく、

これでいいような気がします。何か気がついたことありますか。 

○澤委員 入園式とか入学式は、こちらも何かわくわくしますね。 

基本的にはこの内容で結構なのではないかと思います。 

○横矢委員 子ども向けのところで「夏には水しぶきをいっぱいあげてプールで遊んだりします」 

は、多分子どもには意味がわからないので、聞いていてきょとんとなりそうです。格調は高いので

すけれども、もっと日常は園でどのようなことができるか、プールでも遊べるよ、という形にして

いただいた方がいいような気がします。でもどちらでもいいです。 

○小島委員長 水しぶきはちょっと難しい。水をいっぱい浴びてとはちょっと締まらないし、難し

い。 

○横矢委員 別に、こういう言い方を覚えさせるとかそういうあれがあるのでしたらいいですけれ

ども、幼稚園入るぐらいの子にこういう言い方をするのはどうでしょうか。 

○五味原委員 これは理解できるのではないですか、前後の文脈から。ここだけ見たらばわからな

いかもしれないですが。 

○横矢委員 無理だと思います。「いっぱいあげて」とは、何かくれるのかなと思うかもしれません。 

○五味原委員 その部分だけ取り上げるからわかないのです。全体を読んでいれば、話をしていれ

ばわかるのではないですか。入園式は正式な文章になって出てこないのですね。小中学校は出てき

ますが。したがいまして参考ですから、読まれる方に考えていただいてはいかがですか。 

○教育長 水しぶきをあげるのか浴びるのか。あげるという言い方もあるし、浴びるという言い方

もあります。いいでしょう。 

○小島委員長 それでは一応幼稚園は参考ということで。次に小学校の件、お願いいたします。 

○指導室長 では、続けて小学校入学式のを読みます。 

「 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

 今日から皆さんは、港区立○○小学校の一年生です。 
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 皆さんの様子からは、これから始まる小学校の生活をとても楽しみにしている気持ちが伝わって

きます。これから○○小学校で、楽しく勉強したり遊んだりしましょう。 

 

 皆さんが学校で楽しく過ごすために大切なことを三つお話します。 

 一つめは、たくさんの人たちと仲良くなることです。小学校では、大勢の友達と一緒に勉強した

り遊んだりします。やさしいお姉さんやお兄さんも、皆さんが入学してくるのを楽しみにしていま

した。みんなと仲よくなって、お友達をたくさんつくりましょう。 

 二つめは、元気に生活することです。早寝、早起きをして、朝ご飯をしっかり食べて、学校に通

いましょう。学校ではおいしい給食を食べて、広い校庭でたくさん運動して、じょうぶな体をつく

りましょう。 

 三つめは、一生懸命に勉強することです。小学校には、教室のほかにも、たくさんの本がある図

書館やコンピュータルームなどがあります。一年生から英語の勉強も始まります。皆さんに勉強を

教えてくださる先生方もたくさんいます。先生のお話をよく聞いて、よく考え、進んで勉強しまし

ょう。 

 

 さて、保護者の皆様、お子様が本日めでたくご入学を迎えられましたことを、心からお喜び申し

上げます。教育においては、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を十分に果たし、児童の健やかな

成長を支えることが大切です。学校の教育活動へのご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。 

 校長先生をはじめ教職員の皆様、ＰＴＡ、地域の皆様、本校の児童一人ひとりに温かいご指導と

ご支援をよろしくお願いいたします。 

 結びに、これから始まる小学校生活に、夢と希望を大きくふくらませている新一年生の今後の成

長と、ご出席の皆様のご健勝とご活躍を祈念し、お祝いの言葉といたします。」 

○小島委員長 何かございますでしょうか。これもこのままで。 

 前にも何か出たのですけれども、後ろから段落の２で「校長先生はじめ教職員の皆様というので、

本校の児童一人ひとりに温かいご指導とご支援をよろしくお願いいたします」は、本校の児童全体

になるのですけれども、新入生に絞って言うのかとか、何かそのような議論がなかったですか。 

○教育長 これはこれでいいと思います。 

○小島委員長 では次にいきます。中学校の入学式、お願いいたします。 

○指導室長 ではよろしくお願いします。 

「 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

 皆さんは、今日から港区立○○中学校の生徒です。今、皆さんの心の中は、これから始まる中学

校生活への希望と期待で満ちあふれていることと思います。 

 中学校時代は、小学校で培ったことをさらに発展させ、生涯にわたって学び、自分の人生を豊か

に生きるための基礎を築く大切な時期です。 
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 これからの三年間、楽しく充実した生活を送るために、次の二つのことを心がけてほしいと思い

ます。 

 

 第一は、「何事にも積極的に取り組もう」ということです。 

 中学校時代は、心も体もめざましく成長します。このような時期に大切なことは、自分から進ん

で学び、自分で考え判断し、何事にも積極的に取り組んでいく姿勢です。勉学にスポーツに大いに

自分自身を試し、失敗を恐れず、様々なことに挑戦する気持ちをもって学校生活を送ってほしいと

思います。 

 

第二は、「将来に夢や希望をもとう」ということです。 

 人間としてよりよく生きるには、目標をもつことが大切です。自己の将来に夢や希望をもち、そ

の実現のために、中学校で学ぶことの意義や生きることの尊さをしっかりと理解してほしいと思い

ます。これから始まる中学校生活を送るにあたり、何事にも、常に目標を掲げ、夢や希望をもって

取り組むとともに、皆さんの能力を生かして活躍されることを期待します。 

 

 皆さんにとって、今日が新しい出発点です。本校の良き伝統を受け継ぐとともに、学校や地域の

一員としての自覚をもち、有意義で充実した学校生活を送ってほしいと願っています。 

 

 さて、保護者の皆様、お子様が、本日めでたくご入学を迎えられましたことを心からお祝い申し

上げます。教育は、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を十分に果たし、生徒の健やかな成長を支

えることが大切です。学校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 校長先生をはじめ教職員の皆様、ＰＴＡ、地域の皆様、本校の生徒一人ひとりに温かいご指導と

ご支援をよろしくお願いいたします。 

 結びに、これから始まる中学校生活に夢と希望を大きくふくらませている新一年生の健やかな成

長と、ご出席の皆様のご健勝とご活躍を祈念し、お祝いの言葉といたします。」 

○小島委員長 何かご意見はございますでしょうか。 

○澤委員 特にこの目標を持つということが、我々も同じなのですけれども、大事だと思います。 

○教育長 そこでちょっと感じることは、今の目標の前に「何事にも」これ何事にもというのは３カ

所あるのですけれども、「第一は何事にも積極的に取り組もうということです。」そして「自分から

進んで学び、自分で考え判断し、何事にも積極的に取り組んでいく姿勢です」ということと、第二

のところでの「中学校生活を送るにあたり、何事にも、常に目標を掲げ」というのですけれども、

最初の言葉ですからそうなのだろうけれども、これとっても悪いことはない。常に目標を掲げとあ

るので、何事にもというものがなくてもいいのかな。 

○小島委員長 どこの何事がなくてもいいのですか。 

○教育長 いや、両方です。自分で考え判断し、積極的に取り組んでいく姿勢です。 
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○小島委員長 その「何事」。 

○教育長 自分から進んで学び、自分で考え判断し、積極的に取り組んでいく姿勢です、大切なこ

とは。そういうことです。何事にも積極的にというよりも、やはり人間には軽重もあるだろうし、

自分の主体的、主体性ということを考えたときに、特にこれについてはどんどんいこうということ

があってもいいだろうし。何か全てにわたって何事にも何事にもと言わない方がかえっていいのか

という感じがします。その方が主体性を持つ子どもを育てるのではないか。 

○小島委員長 それでは、今の２点の「何事にも」というのは、削りますか。 

○指導室長 第一は、というそこの括弧の中もとりますか。 

○小島委員長 これは入れるのでしょう。 

○教育長 そうなのですけれども、ここも……。 

○小島委員長 これは入れた方がいいと思います。「第一は積極的に取り組もう」では何か気合いが

入らない。「何事にも積極的に」の方が締まると思います。 

○教育長 何事というのもいろいろなことなので、様々なこととか。 

○指導室長 何でもというのではなくて、自分のしたいことも中には含まれている。何事というと

何でも全部と聞こえてしまうのです。 

○教育長 そういう意味ではなくて、「主体的に積極的に取り組もうということです」ぐらいなのだ

ろうと思うのです。言っている方が恥ずかしくなってしまう、何事もやっていないのに。 

○小島委員長 みずからの意志とかそういう意味ですか。みずからの意志で。表題としては長くな

ってしまう。主体的に積極的に、それも何とか的にということになってしまう。 

○教育長 主体性を持ち、積極的に取り組む。 

○小島委員長 ですが、何事にも積極的にというのは表現として格好いいです。 

○教育長 非常に極めて日本人的だと思います。 

○指導室長 主体性を持ち、積極的に取り組もう。自分で決めて、積極的にいこうという感じにし

ますか。 

○教育長 自分から進んで学ぶのですから、自分で考え判断する。 

○指導室長 主体性を持ちでしたら、１回点を入れれば読みやすい感じになるかもしれない。 

○澤委員 主体性を持ち、積極的に取り組む。 

○小島委員長 確かにいい言葉ですよね。ですが、何事にも積極的というのは、私は気合いが入っ

ていいと思います。 

○澤委員 ちょっと、教育長の意見を聞きましょう。 

○教育長 よろしいですよ。 

○澤委員 どうも「何事にも」が入った方がいいという、古い人は。 

○教育長 第一は原案どおりにしておいて、またご意見があれば、まだもうちょっとだけ。 

○指導室長 では文章の中のものはとります。 

○小島委員長 そうですね。それではそういうことでお願いいたします。 
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○指導室長 ありがとうございました。 

 

 ７ 指導室３月事業予定について 

○小島委員長 続きまして、指導室３月事業予定について。この件につきましては、資料の配布を

もって報告といたしますので、後ほど資料７をご覧くださいますようお願いいたします。指導室長、

何か特に。 

○指導室長 特にございません。 

○小島委員長 報告事項でほかに何かございますか。特にございませんか。 

 

第２ 審議事項 

 １ 議案第２号 港区立学校屋内プールの使用に関する規則の一部改正について 

○小島委員長 それでは日程第２、審議事項に移ります。議案第２号、港区立学校屋内プールの使

用に関する規則の一部改正について、生涯学習推進課長、お願いいたします。 

○生涯学習推進課長 それでは教育委員会議案資料の１番をご覧ください。議案第２号でございま

す。港区立学校屋内プールの使用に関する規則の一部改正についてでございます。 

 １枚目をおめくりいただきたいと思います。昨年ですが、１１月２７日の当教育委員会で、こち

ら港陽中学校の屋内プールについて、本年５月を目途に開放してまいりますというご報告をさせて

いただいております。その規則改正を今回審議していただくというものでございます。 

 別表第１に次のように加えます。同港陽中学校、住所ですけれども、台場１丁目１番５号という

ことでございます。付則といたしまして、平成２０年の４月から施行ということでございます。 

 裏面を、最後のページをご覧いただきたいと思います。新旧対照表になってございます。別表第

１、高松中学校の後に港陽中学校を加えるという形になってございます。以上でございますので、

ご審議の上、ご決定くださるようよろしくお願いいたします。以上でございます。 

○小島委員長 ただいまの説明に対して質問ございますか。 

○澤委員 これ確かに開設するという話はあったのですけれども、開設のバックグラウンドとして

は、地域の要望もかなりあったということでしたか。 

○生涯学習推進課長 委員おっしゃるとおり、地域からご要望が多数ございました。 

○五味原委員 ここはどのぐらいの利用者を見込んでいますか。 

○生涯学習推進課長 通常ですと、１万人前後の利用者がいるかと思うのですが、台場地区は平成

１９年１月１日現在での住民の記録台帳によりますと５，０６８名です。それで、ほかのそれぞれ

の地区の人数と利用者の割合を平均的にかけ合わせますと、約２，０００人から３，０００人の間

ではないかと予測しております。 

○澤委員 年間の予算というのがどのぐらいを見込んでおるのですか。 

○生涯学習推進課長 こちら 5校分のトータルでは１億３，０００万円弱のところです。 

○澤委員 ５校でね。 
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○生涯学習推進課長 予算につきましては、１校あたり大体２，５００万円から３，０００万円と

なっております。 

○小島委員長 ほかにございますか。よろしいですか。それではほかになければ、これより採決に

入ります。 

 議案第２号については、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 

（異議なし） 

○小島委員長 ご異議なきものと認め、議案第２号については、原案どおり可決することといたし

ました。 

 

第３ 協議事項 

 １ 港区における生涯教育の施策の方向づけについて 

 （１）学校教育の環境整備について 

○小島委員長 続きまして、日程第３、協議事項。港区における生涯教育の施策の方向づけ、学校

教育の環境整備について、教育政策担当課長、お願いいたします。 

○教育政策担当課長 本日のところ、継続協議でお願いいたします。 

○小島委員長 次に、学務課長、お願いいたします。 

○学務課長 本日のところ、継続協議でお願いします。 

○小島委員長 それでは、これではこの件につきましては継続協議といたします。 

 

 （２）社会教育の施策について 

○小島委員長 続きまして、社会教育の施策について、生涯学習推進課長、お願いいたします。 

○生涯学習推進課長 本日のところ、継続協議でお願いいたします。 

○小島委員長 それでは、この件については継続協議といたします。 

 本日予定した案件は全て終わりましたけれども、ほかに何かございますか。 

 

「閉 会」 

○小島委員長 それではほかにないようですので、これをもちまして閉会といたします。 

 次回は、平成２０年３月２５日火曜日午後３時からの予定です。よろしくお願いいたします。 

（午前１１時０８分） 

             会議録署名人 

                 港区教育委員長 小島 洋祐 

 

                 港区教育委員  五味原 康 


